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論文内容の要旨
中国と日本の両国において，近年，既成市街地整備が都市計剛の重要課題のーっとしてクローズアップ
され取り組まれているω 本論文は，両国の先進都市における既成市街地整備の最新の事例について，再開
発千法における「住民関与のあり)JJ.伺別再開発が活発に進行する中での「都市景観誘導手法のあり1iJ
の2つの視点から比較研究を行ったものである。
序章で，本研究の問題窓識.研究の同的・ }J法について述べ，第l草ーでは，研究の前提として，中国と日
本における都市計凶の仕組みゃ都市計I曲i事業の中での既成市街地整備に関連する制度の概要を整開:して比
較し両面の都市計ー画の仕組みの相違点を明らかにするとともに，近年.中国特に上海市既成市街地帯備
における市街地の空洞化問題及び都市景観破壊問題があることを指摘した。
第2章では，中国上海市における近年の既成市街地整備は.内外資金導入による都市機能の史新と上地
の高度利用の早期推進というメリットを持つ反面，市街地の空洞化を招いている「従前居住者を転出させ
る再開発β式」への反省から，住環境の向上，コミュニティの持続などのメリットを持つ「従前居住者を
再入居させる再開発方式」が主力となっていることを明らかにしたc また， この万式による再開発事業を
通じて住民の作属計同iへの関与が始まっていることを示しさらに上海市静安区における実施例の詳細な
分析に基づき，住宅の私有化分識を特色とする「従前居住者再入居方式Jが再入居者や_-般市民の住宅購
入資金に限度があるため，この方式を再開発対象地域全般に広げる困難に直面していることを数量的に明
らかにしTこ。
第3章では，阪神・淡路大震災からの徳興事業として行われた神戸市六甲道駅南地区震災復興第:穂市
街地再開発事業の住民参加による計l凶i策定プロセスを分析し住民を代表するまちづくり協議会，行政，
両者ーをサポートする専門家組織の3者の役割jを明らかにするとともに，住民によるまちづくり提案を取り
入れ進めたことが事業の推進に大きな成果をもたらしたことを明らかにした。
第4章では，地下鉄2号線の建設に伴う再開発が数多く行われている上海市静安南京路沿道において行っ
た「都市景観設計基本計画」策定に関する中H共同研究の成果をまとめ， この中で提案された都rlj景観誘
導制度は多くの関係者が共同作業により都市景観形成を推進する仕組みであることと，中凶におけるその
有効性を検苛.した。第5章では，上海市静安南京路と大阪市御堂筋の両市のメインストリートにおける都市
崇観誘導制度について，制度の概要，適用の手続き，誘導の基準.誘導の手段及び誘導の実ー施例の比較研
究を行い，中国における都市崇観誘導制度の役割を明らかにするとともに， その先導例である静安雨点路
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都市景観形成施策の充実・改善点を示した。
結章は，以 tの各章で得られた知見をまとめた上で.中国における既成市街地整備の今後の拡充のあり
方について考察した。
論文審査の結果の要旨
既に地域社会が形成され，既存の街並み畏観が存在する既成巾街地の専整備にあたっては，再開発子法に
おける「住民の関勺-のあり方J.既存の街並みと調和した f都巾.景観誘導のあり方」が都市計画の重要な課
題である。本論文は，中FI向同の先進都市における既成市街地整備の最新の事例について. この 2つの視
点から比較研究を行い.その結果を全6章にまとめたものであるの
まず， I件民の関与のあり方」については，上海市の再開発事例において，市街地の空洞化を招いている
|ー 従前間住者転tl¥)i式J への反省から住環境の向上やコミュユティの持続性などのメリットを持つ「従前同
住者同入居方式ーが近年の既成ー市街地整備の主J)となったことにおける仕組みの変化を解明し，その中で
住民の住R計画iへの関与が始まっていることを示すとともに，件宅の私有化分譲を特色とする「従前居住
者両入屑方式」が従前}副主者の住宅購入資金に限度があるため事業拡大の困難に直市していることを数量
的に明らかにしている。次に神戸市の阪神・淡路大震災からの複興事業として行われた六甲道駅南地ドー第
二種市街地再開発事業の事例において，住民を代表するまちづくり協議会によるまちづくり出案を取り入
れた計画策定手法のプロセスを分析し行政・住民・専門家の役割と関与のあり方を明らかにしている。こ
の両市の再開発事例の比較を通じて，従前居住者同入居方式Jの拡充策として，近接再開発地区の相瓦j生
隣.公的住宅の導入.住環境計画への住民関与の必要性を指摘している。
次に「都市長観誘導のあり方lについては.再開発が数多く行われている上海市静友南京路沿道の「都
市景観設計基木計両|策定に関する中日共同研究の中で提案し実施された都市豪観鞍備暫定規則の有効性
を.関係者の共有する計画目標，協議組織，資金分担ルールの由ーから検証しているのさらに， この暫定規
則と大阪市御堂筋の都市景観誘導制度の比較研究を行ない. ト海市における先導例である暫定規則の充実・
改普点として.事前届H¥制度の整備，表彰制度の創設，資金分担ルール確史の必要性を提案しているo
これらの研究成果は，再開発における住民関与の重要性とその拡充五向.都市景観誘導制度の役割と拡
充方向を，中日間l主!の比較研究を通じて明らかにしたものであり，都市計画分野，特に既成市街地整備手
法の発展に寄与するところが大きい。よって，本論文の許者は博十(工学)の学位を授与される資協があ
ると ~:gめる。
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